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　　　　　　　魚眼レンズに爲つた花山

　大阪朝日新聞1吐秘蔵の魚眼レンズ為眞器械を拝借して，天室の研究撮影を

試みると共に，花lll天文肇の内外四方の景槻を撮：つた．技官lllは稻葉理學士．

グロテスク100パセント，天」＝天下無類の珍物揃ひ，考へ考へ，ゆっくりと御

覧下さい．（本號表紙も共σ）一つですが，あれは何の篇眞だか御’Pll　i）ですか？）
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本館屋上の東端より西に鞭って天文台の全景を撮る
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〆麟騨騨＼、
鐙

太陽館より南方の景を見る

　　　t’t　　　癬灘繊灘鋤礎鑛
　　　　　　　　　　　　　郵

＼曝織
　　　　太陽館よリ東方を見る



魚眼レンズに宮つた花由
2”）

本館の露台より南：方を望む
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山頂の雲の往來



、眼レンズに寓つた花山
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職膨∵好塁＼窪∴ジ1詫隆∴∴

　　　　　　　　　　訊、　　　臣

　　　　カメラを固定して天項の星々を狙5
（中央は双子，上部は本星，左上は小九右］・は北極星）
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天頂の羊E座を追ふ　（巾央に羊とペルセ，左に駅者，

左下にオリオンと大：大，上部に北極とカシオペヤ）

2e）



ゆ卿
；i！眼レンズに霧つた花tti

　
　
　
　
　
　
　
か

議
撫
饗
．
．
鷲
喉

　　

@曝
I
毒
繋
．
濃
、
、
嘱
轡
．
．

行く刀のK景沈

圖善室内の集ひ（后並ぶ面々は誰々ぞ？）


